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都市再生整備計画　フォローアップ報告書

大曲駅周辺地区

平成24年3月

秋田県大仙市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 ● あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み ●

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

その他の
数値指標３

その他の
数値指標２

分譲区画の販売実績も順調に伸びてお
り、世帯数の増加は生活基盤の整備に
よる定住促進の効果であると評価でき
る。

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

総合所見

1,077 －
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

平成23年8月

指標３
駅自由通路の通行
者数

人/日 840

指　標 従前値
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

その他の
数値指標１

駅東地区の世帯数 世帯 1015

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

当該指標については、事後評価時点で
確定値で評価したが、今年度も継続して
調査したところ、1,563人/日と昨年同様
に高い結果を得られた。これは、事業に
より東西の地域間交流が活発化してお
り、効果が持続していると言える。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

目標値には至らなかったものの、市の人
口が減少している中で、事業の進捗にあ
わせ地区内人口は順調に増加してお
り、定住促進の効果が現れている。

－ －

2,674 2,580 平成23年8月

○

指標２
駅東地区における
定住人口

人 2,523

総合所見

4割強であった満足度が6割近くまで上
昇したことから、事業の実施について市
民から評価されていると言える。

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

－○

－

事後評価

見込み・確定の別

1,116

62

－1,532

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

△

－

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

56

計測時期

平成23年9月

1年以内の
達成見込み

△

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１ 生活環境の満足度 ％ 47

1年以内の
達成見込み

見込み・確定
の別

56 ○

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

2,723

924



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

駅周辺のさらなる賑わいの創出と魅力あるまちづ
くりの推進

地域間交流及び施設利用促進

更なる道路網の整備による宅地開発の推進

駅東口の有効活用

地域交流センター近隣住民への騒音等の防止

・将来土地利用方法について、権利者との個別相談の実施
・中心市街地活性化基本計画の認定（H22.11）を受け、健
康増進や福祉活動の機能強化を図るとともに、公共交通の
利便性向上や大曲駅周辺における交通結節拠点機能の強
化、また人々の交流・活動の場を設け、まちの活力と賑わ
いを創出するための事業を検討・実施

実施した具体的な内容

－ －

今後の課題　その他特記事項

・土地区画整理事業により宅地が整備されたが未利用地も発生し
ていることから、権利者と話し合うなど、これまで以上に柔軟な検討
が必要。
・今年度成果のあったイベントについては、更なるにぎわい創出の
ため、内容の充実を図りながら今後も行っていくことが必要。
・中心市街地活性化基本計画に沿って今後更に事業を推進し、まち
の活性化に向けた事業の実施に努める。

・駅西口だけでなく、駅東口においても、誰もが気軽に利用できるよ
う、巡回バス運行支援事業等について現状や要望に合わせた具体
的な検討が必要。
・今後の道路整備等の進捗に伴い、人や車の流れの変化に対応し
た公共交通体系の検討が必要。

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

・地区内道路と環状道路の連結のための事業の着手
・地区計画に基づいた開発行為における幹線道路整備に
ついて、市と事業者での共同工事実施の要綱の策定

・全国花火競技大会の際、駅東口に有料臨時駐車場、は
ぴねす大仙に無料臨時駐車場を設置
・駅東口の自転車駐輪場の使用料を無料化

・施設内にポスター等を貼り、利用者にマナーやルールの
徹底を周知
・夜間の安全対策として、必要箇所に自動点灯のスポットラ
イトを設置

実施した結果

・現時点での権利者の将来土地利用の意向を
確認できた。
・平成23年8月の全国花火競技大会にあわせ
て行った商店街等活性化イベントにおいては、
計画に対しておよそ232%の来場者があり、中心
市街地の賑わい創出に効果をもたらした。

宅地開発による定住化を推進するため、地区計画に沿った効率的
な道路網整備の検討及び、福田西線の残区間の整備について引き
続き検討が必要。

今後も継続して駐車場としての利用、また、それ以外の利用方法等
の検討が必要。

イベントが重なった時に、多数の路上駐車が見られるため、対処方
法の検討が必要。

定住人口増加に伴う安全対策

・地域交流センター（はぴねす大仙）への案内看板の設置
の検討
・交通量の増加に伴う安全確保対策として、幹線道路の交
差点に信号の早期設置を要請

・平成23年1月下旬に案内看板が完成した。
・平成23年10月下旬に信号の供用開始が実現
した。

井戸堰水路について、農繁期には水量が多い大きな排水路である
ため、人が立ち入りしないような安全対策の検討が必要。

・騒音等についての苦情はないことから、一定
の効果は表れている。

・地区内道路と環状道路の連結のための事業
に着手したことによって、地域住民の道路網整
備への意識向上につながった。

・大規模なイベントでの渋滞等の軽減に効果を
もたらした。
・自転車駐輪場の利用者数が増加した。

具体的内容

・広報やポスター等での施設案内を強化するほか、イベントを実施して施設の認知度を
向上させる。
・利用者および周辺住民からの要望が多い駐車場の確保について、既存スーパー駐車
場の一部借り上げ等を検討する。
・施設利用者へ適宜アンケート調査等を行い、改善要望等を把握し、改善に努める。

・イベント等の実施にあたっては、周辺住民の理解を得ることが必要。また、混乱を避
けるためにも、事前の周知の徹底が必要。
・地域住民の自主的なイベント実施につなげるため、新興住宅地の地域コミュニティの
醸成に努めることが必要。

施設利用者数の増加

実施時期

平成24年度～



都市再生整備計画(精算
せ い さ ん

報告
ほ う こ く

）

大曲
お お ま が り

駅周辺
え き し ゅ う へ ん

地区

秋田県　大仙
だ い せ ん

市



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 100 ha

平成 18 年度　～ 平成 22 年度 平成 18 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ 平成１７年度 平成２２年度

人 平成１７年度 平成２２年度

人/日
平成１７年度 平成２２年度

３．駅自由通路の通行者数

２．駅東地区における定住人口 駅東地区（大花町、福田町、幸町）の人口 地域生活基盤の改善を図り、定住者の増加を図る。 ２，５２３人

９２４人大曲駅東西自由通路における通行者数
交通結節機能の強化による利便性の向上と、にぎわいの再生を
大曲駅東西自由通路の通行者数により検証する。

８４０人

地域生活基盤の改善を図り、定住者の満足度を高める。 ４７％

・駅西地区における既成市街地においては、狭隘道路が多数存在し安全性に問題があるほか、商店街のにぎわい再生が課題である。
・駅東地区においては、宅地開発が進み人口が増加する中、生活道路等の基盤施設整備の立ち後れや、市民交流の場となるコミュニテイ関連施設が不足している。
・自動車交通と鉄道との交通結節機能向上が課題である。

歩行者空間と動線が確保された中心市街地の中に多様な生活関連機能が集中し、市民が愛着を持って暮らすことができ、さらに、秋田自動車道大曲ＩＣや秋田新幹線利用の玄関口となる中心市街地
・H17.3.22に８市町村が合併し、その中心となる大曲駅周辺地区は、市民生活を支える生活関連機能の集積を図るとともにに、秋田自動車道大曲ICや秋田新幹線利活用の玄関口にふさわしい交通結節機能と魅力付けを図るべき地区として位置づけら
れている。
・旧大曲市の都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝにおいては、大曲都市計画区域の中心市街地として重点的に整備を行う区域に位置づけ、密集市街地の解消や幹線道路・地域コミュニティ施設等の整備・強化を方針としている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性

１．生活環境の満足度

都道府県名 秋田県 大仙市
だいせん

大曲
おおまがり

駅周辺
えきしゅうへん

地区

計画期間 交付期間

５６％

２，７２３人

定住者による生活環境の満足度（満足度アンケート等による）

22

大目標：駅東西のバランスのとれたまちづくりによる中心市街地のにぎわい再生と魅力の向上
 　目標１：駅西地区において、魅力ある街並み形成により中心市街地のにぎわい再生を図る。
　 目標２：駅東地区において、生活基盤施設の整備により住環境を向上し定住化促進を図る。
　 目標３：駅周辺において、交通結節機能の強化により利便性向上を図る。

従前値 目標値

・大仙市は、秋田県南内陸横手盆地の北部に位置する。平成１７年３月に１市６町１村が合併し、総面積は８６７ｋ㎡、人口約95,000人の新市となった。近年、総人口は減少傾向にあるなか、６５歳以上の人口が増加し、高齢化率は２５．８％となっている。
・毎年８月に開催される「大曲の花火」は全国的にも知名度が向上し、１日の大会期間だけでも６０万人を超える観光入り込み者数を記録している。
・大曲駅周辺地区は、JR大曲駅を中心に形成された旧大曲市の中心市街地を含む地区であり、駅の西側は商業系の土地利用、東側は住宅地、農地が主体の土地利用がなされている。
・駅西地区においては、既存商店街を含む密集市街地が形成されており、魅力ある町並みの形成による中心市街地の活性化を図るため、昭和５０年代から土地区画整理事業が進めており、現在もふるさとの顔づくりモデル土地区画整理事業として大曲
駅前第２地区の整備を進めている状況にある。
・平成５年に国道１３号大曲バイパスが暫定２車線（現在４車線化事業中）で供用開始されて以来、国道１３号沿道への大規模商業施設の立地が進み、駅西地区の既存商店街におけるにぎわいが急激に薄れてきている。
・平成９年３月の秋田新幹線の開業を契機として駅舎改築が実施され、同年７月には東西自由通路が供用されている。
・市町村合併がなされ駅北東方向とＪＲ大曲駅の結節の重要性が急激に増しているなか、国道１３号大曲バイパスとＪＲ大曲駅を連絡する(都)駅東線の完成とともに、まちづくり総合支援事業（Ｈ13～H17）により、駅東地区と駅西地区と連絡する(都)花園
線の整備が完成し交通結節機能の向上に一役を担った。
・こうした都市基盤整備が進められるなか、駅東地区においては民間による宅地開発が増加しているが、生活道路と幹線との接続や、公園等地域コミュニティ施設の整備は十分といえない状況にある。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

まちづくり活動推進事業（提案事業/まちづくり協議会活動）

高次都市施設（基幹事業/地域交流センター　床面積A=1,200㎡）

地域創造支援事業（提案事業/排水路整備事業L=350m）

その他
○

○

○

事業終了後の継続的なまちづくり活動

交付期間中において各種の事業を円滑に進め、目標に向けて確実な効果を上げるために、まちづくり協議会を今後も継続的に開催し、毎年、事業成果
について評価や事業の進め方の改善等を行うためのモニタリングを実施する。その結果については、随時市民に情報公開する。

交付期間中の計画の管理について

整備方針２（住環境の向上による定住化促進） 道路事業(基幹事業/市道駅東１６号線 L=359m、市道福田西線 L=235m）

・駅東地区において、急激な市街化に対し立ち後れた生活基盤施設の整備により、さらに定住化促進を図るため、公園や道路等の整備を行うとともに、
新たな交流拠点となる地域交流センターを整備する。公園と地域交流センターについては、災害時の一時避難所として位置づける。

公園事業(基幹事業/しあわせ公園　A=3,000㎡）

当地区では、平成１５年度に発足したまちづくり協議会を今後も継続的に開催する。また、市商工会議所が中心となって「地域振興活性化事業」により特
産品の開発やグリーンツーリズムを含む観光ルートの開発とそれを紹介する市民ガイドの養成など様々な試みを行っていることからこうした団体とも連携
し、地域交流・地域活性を図る。

イベント企画立案の市民参加を図るための方策について

地域交流センターやしあわせ公園の整備にあわせて、地域交流を図るためのイベントについて、まちづくり協議会や地元町内会との連携により具体化す
るための方策を検討する。また、市のホームページを利用するなどして市民から意見等を集約する。

整備方針３（交通結節機能の強化） 街路整備事業（関連事業／駅東線L=620m）

・鉄道交通（特に新幹線）と自動車交通の結節点としてより結節機能の向上を図るため、地区計画に基づく幹線道路網整備により国道へのアクセス道路
整備で結節機能強化を図る。

住宅市街地総合整備事業（関連事業/大曲駅前第二地区）

方針に合致する主要な事業
整備方針１（中心市街地のにぎわい再生と住環境改善） 土地区画整理事業(基幹事業/大曲駅前第二地区：市施工）

・駅西地区及び隣接地において、密集市街地の更新により魅力ある買い物空間を確保し、市街地のにぎわいを再生するため、土地区画整理事業を推進
するとともに、良好な住環境形成を図る。

地域創造支援事業（提案事業/土地区画整理事業）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 大仙市 直 ５９４m 18 22 18 22 205 205 205 205

公園 大仙市 直 ３，０００㎡ 19 22 19 22 118 118 118 118

河川

下水道

駐車場有効利用システム ー

地域生活基盤施設 ー

高質空間形成施設 ー

高次都市施設 大仙市 直 ー 20 22 20 22 405 405 405 405

既存建造物活用事業 ー

都市再生交通拠点整備事業

土地区画整理事業 大仙市 直 ２５．７ｈa 1 27 18 22 1,560.6 1,559 1,559 1,559

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

人にやさしいまちづくり事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 2,289 2,287 2,287 2,287 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
大仙市 直 ３５０m 18 19 18 19 4 4 4 4

大仙市 直 ２５．７ｈa 18 27 18 22 993 766 766 766

0

大仙市 直 ー 21 22 21 22 3 3 3 3

0

大仙市 直 ー 18 19 18 19 5 5 5 5

ー 0

合計 1005.0 778.0 778.0 778.0 …B
合計(A+B) 3065.0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
大仙市 国土交通省 ２５．７ｈａ ○ Ｈ１ Ｈ２７ 27,246.4

大仙市 国土交通省 ６．３６ｈａ ○ Ｈ１６ Ｈ２４ 2,305

大仙市 国土交通省 ６２０ｍ ○ Ｈ１３ Ｈ１８ 1,940

合計 31,491

事業期間
全体事業費

土地区画整理事業（特会） 大曲駅前第二地区

住宅市街地総合整備事業 大曲駅前第二地区

街路事業 駅東線

規模
（いずれかに○）

事業活用調
査

事業効果分析

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名

0.0

まちづくり活
動推進事業

まちづくり協議会活動 ー

ー

交付期間内事業期間
細項目 うち民負担分

規模
（参考）事業期間

地域創造
支援事業

排水路整備 井戸堰水路

土地区画整理事業 大曲駅前第二地区

事業 事業箇所名 事業主体 直／間

0

住宅市街地
総合整備
事業

ー

大曲駅前第二地区

ー

ー

ー

ー

交付期間内事業期間

しあわせ公園

うち民負担分
駅東１６号線・福田西線

規模
（参考）事業期間

事業 事業箇所名 事業主体 直／間
細項目

国費率 0.408交付対象事業費 3,065.0 交付限度額 1,251.8


